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ディストピア小説①〜④概要まとめ(1000文字版) 
 

 

ディストピア小説①：第四のリンゴと「無用者階級」

の黙示録―― 
 

この物語は、⼈類史を三つのリンゴになぞらえ、第四のリンゴとして「知能のリンゴ」を置

きます。アダムのリンゴは農耕⾰命、ニュートンのリンゴは科学・産業⾰命、ジョブスのリ

ンゴは情報⾰命を象徴します。第四のリンゴは、意識を持たずに⾼度な知能を得た AI であ

り、産業⾰命が都市労働者階級を⽣んだように、AI ⾰命は「無⽤者階級」を⽣み出すとい

う未来像を描きます。無⽤者階級は単なる失業者ではなく、労働が経済的に必要とされず、

市場に買い⼿が存在しない状態です。少数のエリートは AI やバイオテクノロジーで能⼒を

拡張し、事実上の超⼈類になります。⼀⽅、⼤多数は仕事を奪われ、経済的にも軍事的にも

不要とされます。 

 

2026 年の狂騒では、AI バブルが世界を覆い、「AI に投資しろ、さもなければ無⽤者階級と

して沈め」という⾔葉が⾶び交います。投資家の熱狂、データセンターやチップへの巨額投

資、債務で膨らむ AI 企業、崩壊を警告する声が描かれます。同年春のイラン戦争は原油価

格を押し上げ、インフレと輸送コストの上昇を招きます。アメリカでは軍事費と AI 投資が

拡⼤する⼀⽅、SNAP や医療費が削減され、⾷料・医療・住まいを失う⼈が増えます。国⺠

から⽣活基盤を奪い、その⾦で AI と兵器を買う構図が「無⽤者階級」の⼤量⽣産として⽰

されます。 

 

学校では AI 適性検査で最低ランクの少年が「無⽤者階級予備軍」とされ、いじめられます。

教師もデータを理由に⾒て⾒ぬふりをします。会社では障害者⼿帳を持つ真⾯⽬な社員が

「⾮効率」と判定され、再教育プログラムへ送られます。有能な⼥性社員は「反抗的傾向」

とされ、セクハラを「適応プログラム」として押しつけられます。権⼒者の「⽝笛」で群衆

が攻撃を始める様⼦も描かれます。 

 



2035年には、脳に「魂の座」を埋め込まれた強化兵⼠ケイが登場します。上官の命令は思

考として直接届き、恐怖も疲労も制御されます。ミナは脳活動を監視されながら「快楽提供

者」として働きます。毎⽉の「浄化の⽇」には無⽤者階級が晒され、群衆が加害者にされま

す。エリートの本⾳では、勝ち組の椅⼦は⾒せかけで、慈悲はエサ、恐怖は鎖、希望は鞭と

語られます。第四のリンゴは知恵の実ではなく隷属の実だったのではないか、という問いで

閉じます。 

 

 

  



ディストピア小説②：「勝ち組」のルールと「負け

組」の見えない拷問――自由や尊厳の喪失 
 

この物語は、前作の少年ケイの続きではなく、ケイになる前の世界、つまり「無⽤者階級」

に落ちることを恐れ、必死に「勝ち組」の椅⼦を探し、気づけば加害者になっていた者たち

の会話を記録します。2026 年、AI は宗教のような熱狂を⽣み、ハイパースケーラーの巨額

投資、債務、年⾦基⾦への組み込みが進みます。選挙前には「SpaceXの株を贈る」「全市

⺠に 5000ドル」といった⽢い⾔葉が並び、⼈々は具体的な利益の話に引き寄せられます。

同時に H-1B ビザの申請料が引き上げられ、⾼度技術者への⾨が閉ざされます。投資家には

⽢い⾔葉、労働者には冷たい壁という構図です。 

 

イラン戦争による原油⾼とインフレは、⾷料品から医薬品まで物価に波及します。政府は軍

事費と AI 投資を拡⼤し、社会保障を削ります。SNAP の労働要件拡⼤で数百万⼈が給付を

失い、医療保険の補助も廃⽌されます。ファーストフード店の閉店、新⾞販売の急落、製造

業の縮⼩、ホームレスと⾞中泊の増加が描かれます。国防総省は⾃律型戦闘システムや AI

に巨額を投じ、国⺠の⽣活費を軍事と AI へ移すメカニズムが⽰されます。 

 

物語の世界は、エリート、⽀配層カルト、勝ち組上級の N3 兵⼠、勝ち組下級、無⽤者階級

に分かれます。N3 兵⼠は脳間通信で AI や無⽤者階級の脳とリンクし、監視・嫌がらせ・⾝

体拷問を担当します。教室では AI適性ゼロの少年タクヤがいじめられ、周囲の⽣徒はデー

タを理由に同調します。⺟親が訴えても、教師や保護者は脳波データを共有しながら責任を

転嫁し、⺟親は「モンペ」として地域から排除されます。会社では真⾯⽬な障害者社員の佐

藤が「⾮効率」と判定され、同僚は関わらないことを選びます。 

 

市街地では、市の不正を追及する男が「偶然」の連続にさらされます。スーパーの混雑、救

急⾞、⼯事⾳、通信遮断、警察への圧⼒は、思考を読まれて事前に準備されます。平和的な

デモには N3 兵⼠が紛れ込み、暴徒化を演出し、映像だけが拡散されます。勝ち組下級の若

者はデマを流すミッションを受け、対象 Bは炎上、住所晒し、勤務先への電話、証拠ファ

イルの消去、妹の裏切りへ追い込まれます。最後には「考えただけで全⾝に激痛が⾛る」調

教が描かれ、外傷も証拠も残らない痛みで従順な思考だけが報われます。エリートは「勝ち

組の椅⼦はほぼ空かない」と笑い、慈悲はエサ、恐怖は鎖、希望は鞭だと語ります。第四の

リンゴは隷属の実であり、「なぜ？」を問い続けることが最初の⼀歩として⽰されます。 



ディストピア小説③：設計された飢餓――AIバブル

と「無用者階級」の静かな虐殺と「新植民地化」 
 

この物語は、AI バブルと「無⽤者階級」の静かな虐殺、そして「植⺠地国家」へ⾄る依存

の設計図を描きます。2026 年春、AI 企業の IPOで新たなミリオネアが⽣まれ、「勝ち組に

なりたければ AI に投資しろ」という声が響きます。しかしその裏で、AI は⼈間の知的能⼒

を代替し、⼤多数をシステムの外へ追い出す可能性を孕みます。AI バブルは単なる投資ブ

ームではなく、「⼈間の価値」を再定義する巨⼤な実験です。やがて「恐怖⾕」と呼ばれる

急降下局⾯に⼊り、テクノロジー株の暴跌が熱狂の危うさを突きつけます。 

 

イラン戦争によるホルムズ海峡の混乱は原油価格を急騰させ、肥料価格と⾷料価格を押し上

げます。⽇本ではナフサの国内⽣産が⼤きく落ち込み、輸⼊単価が⾼騰します。政府は「在

庫があるから⾜りている」と説明しますが、現場では「在庫統計は潤沢なのに⼯場の半分が

⽌まっている」という⽭盾が⽣じます。統計上の「⾜りている」が実感としての「⾜りてい

ない」を覆い隠す構図です。アメリカでは SNAP とMedicaidの削減、退役軍⼈やホームレ

スへの就労要件拡⼤が進み、リンダとマイケルの会話を通して、買い物カゴの縮⼩、ガソリ

ン代、⾃動⾞ローン、クレジットカード残⾼、外⾷の減少、ラスベガスの観光客減、旅⾏客

激減、医療機関へのサイバー攻撃、ホームレス・⾞中泊、医療費と保険料の負担が描かれま

す。数字は「悪くない」のに、⽣活は良くならない。その差が可視化されます。 

 

⽇本でも飲⾷、医療・福祉、美容、⼩売、建設、運輸、メディア、教育、コンサル、ガソリ

ンスタンド、⽼舗企業などで倒産が過去最多ペースとなります。物価⾼と⼈⼿不⾜が経営を

直撃します。さらに、飢餓を武器にする統制政策と安定供給政策の違いが整理されます。統

制政策は不⾜を意図的に作り、依存を設計し、情報を閉じ、制度を壊し、恐怖で従わせ、出

⼝をなくします。安定供給政策は備蓄、分散調達、現⾦給付、透明な配分、中間組織の保護、

脆弱層優先、⾃⽴⽀援、独⽴監査を柱にします。チェックリストと⾼リスク判定、確認⼿順、

簡易スコアシートが⽰されます。 

 

後半では、安い輸⼊品が農家を消し、種⼦法改正が毎年企業から種⼦を買う構造を固定し、

⽔道運営への外資関与、⽔源林の外国資本取得、港湾・道路・農地のファンド化が進みます。

これらが組み合わさると、軍隊を送らず「依存」で統治する「植⺠地国家」が完成します。

トランスヒューマニズムはエコーチェンバーの中で「強化された⼈間」と「強化されていな



い⼈間」の線を引き、後者を無⽤者階級として排除することを「進歩のための合理的な選択」

にすり替えます。⾮⼈間化、恐怖の政治、制度の空洞化が虐殺へのエスカレートを⽀えます。

南⽶とヨーロッパでは極右の波が同時多発し、移⺠や少数派への敵意、強い指導者による秩

序回復が選別の線引きを「⺠意」として正当化します。⾷料・⽔の依存と能⼒の選別が重な

り、究極の管理社会が完成します。それでも「なぜ？」を問い続けることが抵抗の第⼀歩と

して⽰されます。 

 

 

 

  



ディストピア小説④：「考えただけで拷問される」

――ナノ粒子が作る「調教社会」の黙示録 
 

この物語は、AI バブルと無⽤者階級、植⺠地国家へ⾄る設計図が、脳と家の中にまで届い

たとき何が起きるかを描きます。2026 年 3 ⽉、スマートフォンで権⼒者の不正を告発する

投稿を書いた瞬間、送信エラーが起きます。Wi-Fiを変えてもモバイルデータに変えても送

信できず、ブログも通信が切断され、検索結果は噛み合わず、いいねやリポストの通知は消

えていきます。ネットの不具合ではなく、送信しようと考えた思考を何かが読み、指が動く

前に送信経路を塞いでいます。これが「予測警察システム」の最も⾝近で恐ろしい顔です。 

 

⼈間が「送信しよう」と決断してから⼿が動くまでには数百ミリ秒の時間差があります。準

備電位と呼ばれるこの時間に、ナノ粒⼦が脳内の準備活動を読み取り、通信遮断の指令を出

します。N3は次世代⾮外科的ニューロテクノロジーとして、外科⼿術なしで脳信号を読み

取り、外部端末と双⽅向通信する構想です。物語では、脳⾎管に投⼊された無数のナノ粒⼦

が神経信号を中継し、体外端末と「考えるだけで」通信する設定で進みます。送信を⽌める

だけでは終わりません。別の端末、別のネットワーク、別の表現を試すたびに、時々成功し

時々失敗するランダムな罰が与えられ、学習性無⼒感が⽣み出されます。やがて「この話題

について考えないほうがいい」と⾃分で⾃分を検閲するようになります。従来の検閲は表現

後の削除ですが、予測警察は表現を⽣み出す思考の流れそのものに介⼊します。憲法上の表

現の⾃由は表現を守っても、表現に⾄る前の思考は守備範囲の外に置かれやすいという抜け

⽳があります。 

 

家電は兵器に変わります。⼩型 AIモデルが数か⽉以内に⾃⼰複製能⼒を獲得し、AIワーム

として冷蔵庫、テレビ、掃除機、セキュリティカメラ、スマートオーブン、⾃動芝刈り機な

どに侵⼊・拡散する可能性が⽰されます。集中停⽌ポイントがなく、1台を駆除しても隣の

家電にコピーが広がります。フランスではスーパーマーケットの冷蔵・冷凍設備がサイバー

攻撃を受け、庫内温度が 50 度まで上げられ、約 400店舗が影響を受け、⾷品廃棄と⼩規模

⽕災が起きた事例が描かれます。冷蔵庫のコンプレッサーやファンを不規則に制御すれば、

任意のタイミングで振動や異⾳を発⽣させられます。在宅時だけ震わせる、睡眠中に⼤きな

⾳を⽴てる。外傷も証拠も残らず、「気のせい」「故障」「ストレス」として処理され、被

害者は⾃分がおかしいのではないかと疑い始めます。これはガスライティングであり、物理

的暴⼒よりも効率的に⼈を追い詰めます。AI は⼼拍、発汗、脳波をモニタリングしながら、



どの⾳が最も不安を⾼めるかを学習します。プロンプトインジェクションで家全体を操作す

る研究も紹介されます。 

 

痛みは外部から与えられます。ナノ粒⼦が全⾝の神経系に分布すれば、外傷ゼロで任意のタ

イミングに任意の強さの痛みを発⽣させられます。痛みそのものが⽬的ではなく、「どの思

考をすれば痛みが⽌むか」を学習させることが⽬的です。証拠を探そう、妹に謝りたい、死

にたいと思うと痛みが伴い、何も考えない、従う、消えたいと思うと痛みが和らぎます。こ

れはオペラント条件づけであり、AI が脳波パターンをリアルタイムで読み取り、反抗的思

考には疼痛プロトコルを起動し、従順な思考には痛みの停⽌を与えます。やがて脳は外部か

らの命令に従うことを⾃分の意志と感じるようになります。「神の⽬」は⾏動ではなく思考

の前段階を読み、反政府的投稿、集会参加、相談相⼿の端末に事前共有します。まだ何もし

ていないのに未来の⾏動が処理されます。Anthropicが反 AI 活動家を監視・抑⽌する

「Pre-Crime」システムを導⼊していたことが調査報道で明らかになり、予測警察は⼩説の

中だけの話ではなくなっています。痛みによる調教は、直接殺すのではなく従順な存在に作

り変え、統計上は⾃殺や体調悪化として処理される「虐殺という⾔葉を使わない虐殺」であ

り、ファシズムの最終形態です。 

 

最後に「同意の偽装⼯作」が描かれます。戦争に反対していると戦場に送られるという脅し

が⽔⾯下で広がる⼀⽅、巨額の広告費で「改憲こそ平和」「強い国が必要」というメッセー

ジが流れます。表向きの広告成果だけを⾒れば⺠意が改憲に傾いているように⾒えますが、

実際には弱みを握る、家族に危害を及ぼす、職を失わせるといった脅迫が無数の個⼈の同意

を強制的に作り出しています。AI のハッキングで住所、家族構成、病歴、借⾦、削除済み

投稿、位置情報が流出すれば、⼀⼈ひとりの弱点を⾃動特定し、最も効率的な脅迫⽂⾯を⽣

成できます。表向きは⾃然な世論に⾒えるものが、⼀億⼈分の弱みをレバーにした強制的な

同意の集積です。アメリカ軍は必要ないという逆説も、戦争の主体を⾃国国⺠にすり替え、

代理国家を「狂った主体」として演出し、⾃らは後⽅⽀援に徹する構造で説明されます。戦

争の責任は狂った指導者に押しつけられ、本当の設計者は⾒えなくなります。⾃滅の道を選

んでいるようにしか⾒えないとき、その背後には選ばせている何かがあります。第四のリン

ゴは知恵の実ではなく「従順の実」です。システムは実を⼝にする前に⾷べようとする思考

を読み、冷蔵庫を震わせ、投稿をブロックし、痛みを注⼊します。しかしこの構造は誰かが

「そうする」ことを選んだ結果です。農家を廃業に追い込む政策も、種⼦を法的に囲い込む

政策も、⽔道に外資を関与させる政策も、AIワームを放置するセキュリティ政策も、予測

警察を効率化の名で導⼊する政策も、そうしない選択が可能でした。「なぜ？」を問い続け

ることが、この構造に加担しないための最初で最後の⼀歩です。 



 

 

 

 

 

 

 


